
  
 

札幌医科大学附属病院プログラムでの臨床研修における研修医レポートについて 

 

 

①レポートを指導医へ提出 

↓ 

②指導医からフィードバックを受ける 

↓ 

③フィードバックに基づいてレポートをブラッシュアップ 

↓ 

④指導医の概略評価と署名を受ける 

↓ 

⑤評価と署名を受けたレポートを PDF 化して EPOC へアップロード 

 

＊注意＊ 

アップロードの際は 

「提出する診療科」を「臨床研修センター」に指定し 

「指導医へメールを送る」を「はい」にする 

 

※「臨床研修センター」以外を選択した場合は、もう一度アップロードし直すこと 

 

 

・書式は、臨床研修センターホームページにある標準様式ファイルを使用する。 

 （内容が充足していれば、協力型病院の様式レポートも受領可。） 

・１レポートは１項目のみとするが、１症例で複数項目の記載可。 

 当該診療科で通常扱う症状、疾患・病態以外でも良いが、以下を必ず記載すること。 

 

症例のレポート   ：症状の診療内容と症状の鑑別診断についての考察を必ず記載 

病態・疾患のレポート：診断・検査・治療方針を必ず記載 

外科症例のレポート ：診断・検査・術後管理を必ず記載 

 

・提出期限は、当該診療科での研修終了後１ヶ月以内とする。 

・内容が不十分なレポート（考察や指導医の署名がない、等）は受領できません。 

 

EPOC 未利用の病院であっても個人の UMIN ID・パスワードにてログイン・アップロードが可能です。 

レポートのアップロードについては、すべて EPOC 上でお願いします。 

（UMIN ID が不明な場合、札医大研修センターへ問合せてください。） 

 

札医大臨床研修センター 

  http://web.sapmed.ac.jp/byoin/center/resident/index.html 

ＥＰＯＣ  

http://epoc.umin.ac.jp/ 

http://web.sapmed.ac.jp/byoin/center/resident/index.html
http://epoc.umin.ac.jp/


  
 

頻度の高い症状  

35 症状のうち以下の 20 症状を、自ら診療し鑑別診断を行ったレポートを提出   

3  不眠   

4  浮腫  

5  リンパ節腫脹  

6  発疹  

7  発熱  

8  頭痛  

9  めまい  

10  視力障害・視野狭窄  

 11 結膜の充血 

12  胸痛  

13  動悸  

14  呼吸困難  

15  咳・痰  

16  嘔気・嘔吐  

17  腹痛  

18  便通異常（下痢・便秘）  

19  腰痛  

20  四肢のしびれ  

21  血尿  

22  排尿障害（尿失禁・排尿困難）   

 

経験が求められる疾患・病態  

88 疾患のうち以下の 10 疾患は、入院患者を受け持ち、  

診断・検査・治療方針についてレポートを提出。  

また、外科症例（手術を含む）は、入院患者を受け持ち、  

診断・検査・術後管理等についてレポートを提出。   

１ 外科症例 

23 脳・脊髄血管障害（脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血）  

24 心不全  

25 高血圧症（本態性、二次性高血圧症）  

26 呼吸器感染症（急性上気道炎、気管支炎、肺炎）  

27 食道・胃・十二指腸疾患（食道静脈瘤、胃癌、消化性潰瘍、胃・十二指腸炎）  

28 腎不全（急性・慢性腎不全、透析）  

29 糖代謝異常（糖尿病、糖尿病の合併症、低血糖）  

30 認知症（血管性認知症を含む。）  

31 気分障害（うつ病、躁うつ病を含む。）  

32 統合失調症  


